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H16年度 広島県不妊専門相談センターを開設

（広島大学病院内に設置）

（県立広島病院内に設置）

H27年度 一般社団法人広島県助産師会に委託

令和4年度
男女問わず相談しやすくするため、名称を「性と健康の相談セン
ター」に変更

開設の経緯等

➢ 平成12年に策定した「こども夢プラン21」（計画期
間：平成12～16年度）において、不妊に悩む夫婦が
気軽に相談できる体制の確立に努めることとし、平成
16年度を目標とする不妊専門相談センターの整備を
掲げた。
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広島県 性と健康の相談センター

広島県 性と健康の相談窓口

※県から広島県助産師会に運営を委託（H27～）

【開設日時】月・木・土 10時～12時30分
火・水・金 15時～17時30分

【相談方法】電話・メール・オンライン
（オンライン相談は事前予約制で土日祝日・夜間も
対応）

【相談員】助産師

【相談内容等】

• 思春期の女性の健康相談
• 婦人科疾患，更年期に関する相談
• 女性の心身の健康に関する相談
• 新型コロナウイルスに関連した妊娠・出産に関

する相談
• 若年者の予期せぬ妊娠に関する相談、産科受診

同行支援、緊急一時的な居場所の確保
• 思春期世代やその親世代，学校などでの妊娠・

出産に係る正しい知識等の普及啓発
• 出生前検査に関する相談

広島県不妊専門相談センター

ひろしま助産師
オンライン相談

Zoomを活用したオンライン相談
妊産婦が抱える育児や授乳，出産等への不安や
疑問に助産師が対応

妊娠110番 予期せぬ妊娠の相談に特化したメール相談窓口

【開設日時】月・木・土 10時～12時30分
火・水・金 15時～17時30分

【相談方法】電話・メール・FAX・対面・オンラ

イン

【相談員】助産師

【相談内容】

• 不妊に悩む夫婦，将来子供を持ちたいカップル，
身体的・精神的な悩みを有する女性への健康・
不妊・将来の妊娠出産に関する相談

• 不妊治療と仕事の両立に関する相談
• 不妊症・不育症の心理社会的支援に係る相談
（月１回予約制で心理士による面談相談を実施）

【その他の事業】

• 妊活セミナーの開催（年２回）
• 妊活交流会の開催（偶数月の第３日曜）
• 不妊専門相談員の研修養成
• 不妊症・不育症の方への里親・特別養子縁組制

度の紹介
• 不妊症・不育症支援ネットワーク協議会の運営

相談員は兼務
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相談員

➢ 広島県助産師会に所属する助産師５名が、当番制で相談対応に従事。

➢ 相談員は、不妊・不育症や出生前検査（NIPT）などの専門的な研修を受講し、
相談対応の質の向上を図っている。
（研修に係る費用は、人材育成（研修費）として、委託費の中に計上）

（参考）参加研修等（令和4年度）
・日本母性衛生学会総会・学術集会
・日本生殖心理学会・学術集会
・広島臨床遺伝研修会 等

https://hsbhig.hiroshima-josanshikai.com/



広島県不妊専門相談センター
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広島県不妊専門相談センター

【開設日時】月・木・土 10時～12時30分
火・水・金 15時～17時30分

【相談方法】電話・メール・FAX・対面・オンライン

【相談員】助産師（５名。性と健康の相談窓口と兼務。）

【相談内容】

• 不妊に悩む夫婦，将来子供を持ちたいカップル，身体的・精神的な悩みを
有する女性への健康・不妊・将来の妊娠出産に関する相談

• 不妊治療と仕事の両立に関する相談
• 不妊症・不育症の心理社会的支援に係る相談

（月１回予約制で心理士による面談相談を実施）

【その他の事業】

• 妊活セミナーの開催（年２回）
• 妊活交流会の開催（偶数月の第３日曜）
• 不妊専門相談員の研修養成
• 不妊症・不育症の方への里親・特別養子縁組制度の紹介
• 不妊症・不育症支援ネットワーク協議会の運営
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相談内容（不妊専門相談センター）
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①不妊の原因に関すること

②不妊治療，検査に関すること

③不妊治療費・助成制度に関すること

④不妊治療を実施している医療機関の情報

⑤主治医や医療機関に対する不満

⑥不妊，不育及び治療に伴う精神的苦痛に関すること

⑦夫婦関係に関すること

⑧職場や家庭環境に関すること

⑨男性不妊に関すること

⑩生殖に関する医学的情報

⑪不育症に関すること…

⑫その他

⑬新型コロナウイルス感染症

➢ R4年度の相談内容区分は「不妊治療、検査に関すること」
が最も多かった。
（1件の相談で複数区分に該当する場合あり）

（件）
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相談方法 R1 R2 R3 R4

不妊専門相談
センター

電話 119 131 188 211

メール 81 101 148 135

対面・オンライン 9 4 18 20

合計 209 236 354 366

(うち男性) 33 34 33 47

相談実績（件数）（不妊専門相談センター）

➢ 相談件数は、年々増加傾向にある。
➢ 男性からの相談も近年増加傾向。
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妊活セミナー

➢ 令和3年度
第1回「Withコロナ時代の妊活・不妊治療」
第2回「妊活・不妊治療で知りたいこと・知ってほしいこと」

➢ 令和4年度
第1回「知っておきたい不妊の知識」
第2回「知っておきたい男性不妊の知識」
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助成制度の案内

◼ 広島県不妊検査費等助成事業
夫婦そろって不妊検査を受けた場合に、不妊検査を含めた一般不妊治療の費用
を助成

◼ 広島県特定不妊治療支援事業
・先進医療又は審議中の技術を用いた場合の費用の一部を助成
・先進医療等の活用によって治療費の全額が自己負担となった場合の費用の一部を
助成

◼ 広島県不育症検査費用助成事業
先進医療として厚生労働省が定める不育症検査費用の一部を助成

➢ 不妊治療・検査に係る県助成制度について、
ホームページ等で紹介。
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不妊症・不育症支援ネットワーク協議会の運営

➢ 広島県不妊症・不育症支援ネットワーク協議会について、
広島県不妊専門相談センターが事務局として運営

【設置目的】
不妊症・不育症の支援としては、医学的診療体制に加え、重層的な悩みに対する相談支援の
充実が求められていることから、地域における不妊症・不育症支援の充実に向け、不妊症・
不育症支援に係る関係機関のネットワークを推進することを目的とし設置。

【構成員】
県内の生殖補助医療実施医療機関、行政関係者（県、広島市、呉市、福山市）で構成

【協議事項】
・不妊症・不育症に係る国の動向を踏まえた県の支援制度に関すること
・不妊症・不育症に係る理解促進のための普及啓発に関すること
・里親・特別養子縁組制度に係る情報提供に関すること
・その他、協議会が必要と認める事項に関すること

広島県不妊症・不育症支援ネットワーク協議会



広島県 性と健康の相談窓口
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広島県 性と健康の相談窓口

【開設日時】月・木・土 10時～12時30分
火・水・金 15時～17時30分

【相談方法】電話・メール・オンライン
（オンライン相談は事前予約制で土日祝日・夜間も対応）

【相談員】助産師（５名。不妊専門相談センターと兼務。）

【相談内容等】

• 思春期の女性の健康相談
• 婦人科疾患，更年期に関する相談
• 女性の心身の健康に関する相談
• 新型コロナウイルスに関連した妊娠・出産に関する相談
• 出生前検査に関する相談
• 若年者の予期せぬ妊娠に関する相談

【その他の事業】
• 産科受診同行支援、緊急一時的な居場所の確保
• 思春期世代やその親世代，学校などでの妊娠・出産に係る正しい知識等
の普及啓発

ひろしま助産師
オンライン相談

Zoomを活用したオンライン相談。妊産婦が抱える育児や
授乳，出産等への不安や疑問に助産師が対応。

妊娠110番 予期せぬ妊娠の相談に特化したメール相談窓口
13
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相談内容（性と健康の相談窓口）

（件）
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①妊娠・出産

②母親

③授乳・離乳

④子育て

⑤こども

⑥思春期

⑦成熟期

⑧更年期

⑨メンタルヘルス

⑩性感染症

⑪予期しない妊娠

⑫妊娠への迷い・悩み

⑬新型コロナ

⑭出生前検査（NIPT）

⑮その他

➢ R4年度の相談内容区分は、「その他」を除くと
「授乳・離乳」が最も多かった。
（1件の相談で複数区分に該当する場合あり）



➢ 広島県助産師会所属の助産師が、新型コロナウイルス
や妊娠生活の不安、産前・産後の悩み等について、オ
ンラインで相談に対応（事前予約制）

➢ 特にケアが必要と判断した場合は、市町のネウボラ・
母子保健窓口へ連絡し、連携して対応
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ひろしま助産師オンライン相談（R2.7～）

（不安を抱える妊産婦）

① 相談申込フォーム
又はメール・電話により
相談希望日時を連絡

助産師

②県助産師会所属
の助産師とマッ
チング
相談日時の調整

③ 相談日時の決定
招待メール

⑤ 結果報告

④ オンライン相談
（無料）

広島県助産師会

（ネウボラ・母子保健担当）

市町
⑥ 特にケアを
要する場合は，
市町へ連絡

広島県

委託契約

⑦ 保健指導や産後ケア事業等，
適切な支援でフォロー

【助産師によるオンライン相談の流れ】
コーディネーターを配置
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ひろしま助産師オンライン相談（実施状況）

相談内容（相談者に関すること） 件数

相談者自身
について

授乳・乳房に関すること ８０

産後に関すること ３９

育児技術に関すること ４９

妊娠に関すること １５

新型コロナウイルスに関すること ５

出産に関すること １２

育児の孤立感・困難感 １５

マイナートラブルに関すること ６

母親学級の補完に関すること ２

メンタルヘルス ６

子ども
について

乳児期の子育てに関すること ５６

子どもの成長・発達に関すること ６０

離乳食・子どもの食事に関すること ２５

新型コロナウイルスに関すること ３

幼児期・学童期の子育てに関すること ９

夫や家族等
について

家族との関係に関すること ９

パートナー・夫との関係に関すること ７

新型コロナウイルスに関すること １

サポート不足に関すること １４

【Ｒ４年度相談内容の内訳（主なもの）】
【利用後の感想】

• 「助産師オンライン」は少し前から知って
いたけど、Zoomを利用するのにハードルが
高く感じていました。ですが、実際に使う
と利用しやすかったのに加え、電話ではな
く、お相手の顔を見ながら相談できるのは
良いなと感じました。

• 助産師さんには、肯定的に受け止めながら
話を聞いていただき、また資料なども交え
てわかりやすく教えていただき感謝の気持
ちでいっぱいです。

• わざわざ病院にいくほど，たいしたことで
はないけどちょっとした気になる事が聞け
てお話できてよかったです。

• 初めての子育てがコロナ渦で、母親学級や
地域の集いなどに参加できず不安があった
ので専門の方に相談できて安心しました。

• 自分でもうまく言い表せないモヤモヤを助
産師さんが上手に聞き出してくれました。

• 相談中もこちらの都合に合わせて、ご飯食
べさせてもいいよ、授乳しながらでもいい
よと仰っていただき助かりました。

➢ 相談実施件数はR2年度124件，R3年度は194件，R4年度は240件

➢ 利用者アンケートでは97.6％が「とても満足・満足」，96.8％が
「また利用したい」と回答
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妊娠１１０番
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受診の是非

身体への影響や副作用

出産費用について

妊娠に対する不安

中期中絶の病院探し

妊娠後，産むかどうかの判断

妊娠の可能性

妊娠検査薬について

妊娠について(症状等)

その他

➢ 予期せぬ妊娠の相談に特化したメール相談窓口
➢ R4年度の相談内容区分は、「その他」を除くと、
「妊娠の可能性」が最も多かった。
（1件の相談で複数区分に該当する場合あり）

（件）
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相談方法 R1 R2 R3 R4

性と健康の
相談窓口

電話 84 183 249 249

（うち男性） － 8 25 23

メール(妊娠110番) 92 86 113 76

助産師オンライン － 124 194 240

合計 176 393 556 535

相談実績（件数）（性と健康の相談窓口）

➢ 相談件数は、全体として増加傾向にある。
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➢ 妊娠中に胎児の染色体異常について調べる出生前検査を受けた者、受検を検討
している者又はその家族を対象に、NIPTに関する専門的な相談支援を実施

➢ 女性の健康相談窓口の相談員に、出生前診断に関する基礎的な知識を身に付け
てもらうための研修を実施

➢ 県HPに出生前診断に関するQ＆Aや県内の認証医療機関（基幹施設、連携施設）
の情報を掲載し、相談員が問い合わせに対して、基本的な制度の紹介や医療機
関の案内ができるよう整備

➢ 月１回程度、専門家による相談を予約制で実施

出生前検査に関する相談（R4.12～）
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特定妊婦・若年妊婦等の支援（R5.1～）

【支援の対象となる特定妊婦・若年妊婦等】
（想定されるケース）

市町
【ネウボラ・母子保健窓口】

広島県助産師会
【性と健康の相談窓口】

産科受診の同行や一時的
な居場所確保を要請

支援状況を共有
継続的な支援を依頼

コーディネーター１名
相談員

指定助産施設
（県内４施設）

産科医療機関

一時的な居場所を提供
（原則７日以内）

受入れ
調整

初回受診
妊婦健診

登録助産師
を派遣

受診に同行
受診料支払

相談相談

✓ 予期せぬ妊娠や経済的問題に悩み，産科受
診をためらっているケース

✓ 妊娠によって職や住まいを失うなど，住所
が定まらず，困難を抱えているケース

✓ 知的障害等で一人での産科受診が困難な
ケース など

連携

【市町の役割】

➢ 産科同行受診

➢ 一時的な居場所確保

・母子健康手帳・妊婦健診補助券の交付
・継続的な支援
・公営住宅等の紹介
・生活保護などの公的支援，社協等
の福祉サービスへのつなぎ



➢ 思春期世代やその親世代，学校などでの妊娠・出産に係る
正しい知識等の普及啓発

➢ 令和2年度：男の子の性教育
令和3年度：思春期世代にかかわる人に知っておいてほしいこと
令和4年度：子宮頸がんワクチンについての実際

22

プレコンセプションケア



さいごに
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県民への広報

➢ 県HP、センターHP、市町、保健所、関係団体、医療機関
等を通じた周知のほか、SNSも活用し積極的に広報。
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さいごに

（不安を抱える妊産婦）

① 相談申込フォーム
又はメール・電話により
相談希望日時を連絡

助産師

②県助産師会所属
の助産師とマッ
チング
相談日時の調整

③ 相談日時の決定
招待メール

⑤ 結果報告

④ オンライン相談
（無料）

広島県助産師会

（ネウボラ・母子保健担当）

市町
⑥ 特にケアを
要する場合は，
市町へ連絡

広島県

委託契約

⑦ 保健指導や産後ケア事業等，
適切な支援でフォロー

（再掲）【助産師によるオンライン相談の流れ】
コーディネーターを配置

➢ 性と健康の相談センターにおいて相談対応をするなかで、
相談員が、市町での継続的な支援につなぐことが必要と
判断したケースについて、市町母子保健担当課へ紹介。
例）妊産婦の心身の不調のため、産後ケアや産前・産後サポートなどの市町事業の利用が望ましいと

思われるもの、経済面を含めた生活支援が必要なもの など

➢ 相談後のフォローアップ、継続的な支援のためには、市町との連携が必須




